
高規格道路の早期整備と高知自動車道暫定２車線区間の着実な４車線化 
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平成３０年７月豪雨 高知自動車道の事例 

：整備中区間 

：未事業化区間 

：主なＩＣ、 ：JCT 

※暫定２車線含む 

：対面通行区間 

：開通済区間（４車線） 
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高幡消防組合 
消防本部 

土佐SIC～須崎東IC 

：開通済区間（２車線） 

※NEXCO西日本管理区間 
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４車線化の有用性を実証 

早期の通行再開 
  ⇒交通の途絶を回避 

(2018年７月) 

下り線 

上り線 

高知方面 

高知方面 

(2018年７月) 

下り線 上り線 

（岡山・高松方面） （高知方面） 

（高知方面） 

下り線 上り線 

(2019年７月８日撮影) 

６日後 １年後 

▲対面通行による通行再開状況 
                                    (大豊IC付近) 

国道５６
号 

中土佐町久礼地区 

公共施設移転計画地 

現・消防分署 

現・役場庁舎 

現・保育所 

１号津波避難タワー 
  （純平タワー） 

２号津波避難タワー 
（八千代タワー） 

中土佐IC 

指定避難場所：久礼小中学校 高知自動車道 

至 高知市 

至 四万十市 
Ｌ２津波 

浸水想定エリア 

中土佐町 

負担軽減とより迅速な搬送の実現 安全・安心な暮らしの確保 

・管外搬送では、搬送時間の短縮はもとより、傷病者や隊員の負担軽減や、 

 救急車の空白時間の削減のために高知自動車道を利用  

・須崎市～高知市の間は２車線であり、事故や工事などにより通行止めと 

 なった場合や、ドクターヘリが飛ばない時間や悪天候時の迅速な救急搬送 

 の確保が課題 

・より迅速に搬送し帰署するためには、４車線化が必要だと日々感じている 

現 

状 

課 
題 
対
応
・期
待 

高幡消防組合 消防本部 

消防課長 佐々木 義人さん  

◆高幡消防組合の搬送先割合 年間約3200件のうち約４割が高知市や 
土佐市への管外搬送 

管内搬送 約4割 
管外搬送 

※高知県医療政策課 提供データ 

１号避難タワー 
２号避難タワー 

現中土佐町 
役場 

現高幡消防組合 
中土佐町分署 

現中土佐町立 
久礼保育園 

公共施設の移転先 
（高台用地の整備） 

国 道 

56 
ROUTE 

E56 高知自動車道 

高台用地整備後（H30.12） 

中土佐町立 
久礼中学校 

中土佐町立 
久礼小学校 

中土佐町立 
久礼中学校 

中土佐町立 
久礼小学校 

保育園 
移転先 

消防 
移転先 

役場 
移転先 

国 道 

56 
ROUTE 

高知市方面 

中土佐IC 

約5割 

（H30搬送実績） 

土
佐 

SIC 

４車線化優先整備選定区間 

早期の通行再開 通行確保した上での４車線復旧 

地域の防災力向上に向けた取り組み 南海トラフ地震に備える 

２車線区間を走行した救急搬送 

大規模災害時における交通途絶の回避と、平常時における安全で安心な暮らしの確保 【高知道】四車線化 

▲４車線による通行再開状況 
                                  (立川橋IC付近) 

：高知道開通済区間（２車線） 

中
土
佐 

■災害への信頼性が高い高速道路により公共施設の 
  高台移転による効果が増大 

■公共施設の高台移転（移転完了目標：令和２年度） 
災害への信頼性が高い高速道路により効果がさらに拡大 

津波浸水想定区域 

 
道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会 
高 知 県 道 路 利 用 者 会 議 

（土佐ＳＩＣ～須崎東） 

８の字の整備 
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高規格道路の早期整備と社会資本整備総合交付金の充実【観光振興】 
 

道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会 
高 知 県 道 路 利 用 者 会 議 

持続的な観光振興を後押し 

傷病者や隊員の負担軽減とより迅速な搬送の実現 

土佐・龍馬であい博 
大河ドラマ 

志国高知 
龍馬ふるさと博 

観光キャンペーン 
リョーマの休日 

志国高知  
幕末維新博 

自然＆体験 
キャンペーン  

300 
万人 

高知家 
まるごと東部博 

2016 
奥四万十博 

楽しまんと！はた博 

県外からの観光客の増加 

●県外観光客入込数（   ）・８の字整備率（   ）の推移 

：観光総消費額

：県外観光客入込数

10  17 2008 
年度 

09 11 12 13 14 15 16 2018 
年度 

441 
万人 

440 
万人 

435 
万人 

37% 
42% 

49% 50% 52% 

  過去最高 
   を達成 

四国８の字ネットワークの延伸が観光振興を後押し！ 

観光誘客 
ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

※８の字整備率は各年度３月31日時点 

55% 53% 

2 0 1 9年 2月 1日 (金 )～ 2 0 2 0年 1 2月 3 1日 (木 )予定 

大自然を満喫するアクティビティから、地元の
方々とのふれあいや街歩きなど、訪れる人それ
ぞれが高知を満喫できる体験プログラムが充実  

●435万人観光の定常化に向けた新たなｷｬﾝﾍﾟｰﾝの開催 

大川村 

土佐町 

本山町 

大豊町 

土佐れいほく博のパビリオンは、嶺北地
域のまるごとの自然と人。四国のまんな
か嶺北地域に伝わる祭やイベント、自慢
の食、そして自然体験を通じて、嶺北地
域の魅力を伝える観光キャンペーン。 

E32 

大
豊 

439 
32 

白髪山 
白髪山 
ふれあいの村 

休養センター 

ゆとりすとパーク 

おおとよ 

鎌滝山 

道の駅 
大杉 

杉の大杉 

吉延 

大石 

十二所神社 

伊勢川 

溜井 

アウトドアヴィレッジ 
もとやま 

本山 
さくら市 

大原富枝 
文学館 

汗見川ふれあいの郷 

清流館 

開催期間:2019年7月7日～12月25日 

(ﾒｲﾝ会場) 

IC 

:高速道路 :国道 :県道 :主な観光スポット 

●アウトドアブランドがプロデュースする拠点が誕生 

●地域の方との交流も楽しめる「田舎体験」 

県と連携した誘客拡大への地域の取り組み 【土佐れいほく博】 

●「モンベルアウトドアヴィレッジ もとやま」 来場者数 

オープニング 
イベント時(7/7) 

2019年7月～８月 

5,000 

2,500 

7,500 

10,000人 

6,874人 

9,407人 ２ヶ月間で嶺北地域 

の人口の８割超にあたる 

観光客が来場 

出典：高知県地域観光課提供データ 
   人口はＨ31.1時点 

●観光スポットに通じる県道坂瀬吉野線の状況 

▲道路幅が狭く、普通車同士の行き違いも困難 

・道路整備により大型観光バスの通行が可能と 
 なれば、団体客の受入も可能に 

社総金 
の充実 

８の字 
の整備 

地域の観光資源を活かした取り組みを大きく支え、誘客拡大に寄与 

若一王子宮 

金剛寺 

早明浦ダム 

さめうら荘 

桂月館 

道の駅 
土佐さめうら 

県
道
坂
瀬
吉
野
線 

国道439号方面 

「汗見川ふれあいの郷 清流館」 

モンベルアウトドアヴィレッジもとやま 2019.7.7オープン 

汗見川ふれあいの郷清流館(外観) 

地元の方に教わるそば打ち体験の他 田植え、稲刈り、間伐など
さまざまな田舎仕事に挑戦できます。 

そば打ち体験 

P.2 



▲口屋内大橋（全景） 

社会資本整備交付金の充実 防災・安全交付金の充実 

防災・安全 
交付金の充実 

■災害に強い道路ネットワークを構築し、安定的な物流を確保（養殖クロマグロの生産を支える県道安満地福良線の事例） 

■着実かつ計画的な老朽化対策を進め、地域の産業を守る（四万十市の事例） 

■高知県産養殖クロマグロ取扱高の推移 

2014 2015 2016 2017 2018 

2億 
5千万円 

2億 
8千万円 

着実に 

増加 

7億円 

■県内最大規模の養殖魚の加工能力を持つ 
  水産加工施設の立地（2019年７月操業開始：宿毛市） 

 

【事業内容】 
 ・クロマグロ等の養殖魚の加工 
 ・養殖用餌料の加工 

■養殖用餌料の輸送に 
             毎日利用される道路の状況 

土佐清水市 

三原村 

四万十市 

32 

Ｈ15 Ｒ１ 対策完了 

箇所 29 
箇所 

0 
箇所 

防災・減災国土強靱化 
３か年緊急対策の拡充・継続 

 
 

迅速かつ確実な防災対策 

■１巡目定期点検結果(四万十市管理の507橋梁) 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

13％ 

（66橋梁） 
63％ 

（320橋梁） 
23％ 

（117橋梁） 

1％ 

（4橋梁） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

予防保全に向けた検討 緊急又は早期の対策 

・Ⅲ判定及びⅣ判定のうち着手済み（完了含む）は18橋梁（約４％） 

■口屋内大橋の損傷状況（判定区分Ⅲ） 

▲横桁の広い範囲が腐食 

■四万十市奥屋内地区での事例 

E56 

宿毛湾港 

大月町 

宿
毛
 

平
田
 

宿毛市 
国 道 

56 

愛媛県 

橘浦養殖場 
（クロマグロ） 

加工場

【10/12チーフより】 
・橋は何と何を結ぶのか 
・生活や産業に欠かせない理由 
 ⇒ポンチ＋キャプションで見せる 

： 高速道路（整備済み） 

： 一般国道（国管理） 

： 一般国道（県管理） 

： 主要地方道 

： 主なＩＣ 

： 重要港湾 

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

落石・崩壊危険箇所 
(10箇所～15箇所連続) 

落石・崩壊危険箇所 

： 

： 

国 道 

321 

357 
県 道 

▲橘浦養殖場（全景） 

水産加工施設 

令和元年度 開通予定 
中村宿毛道路「平田～宿毛」 

加工施設で 
加工した餌を 
毎日２回運搬 

危険箇所数修正中 
（距離を追加） 

四万十市（宮本係長：0880
－34－1116）に確認中 

道路の 「信頼性の向上」・「安定性の確保」 により、地域経済活動を支える 

【10/15水産部局】 

・県道での養殖魚
エサ運搬状況 
（確認中） 

■地域の道路を利用して毎日運ばれる 
              養殖魚えさの運搬状況 
 

 

【現状】 
 ・幅員が狭小で大型とのすれ違いが困難 
 ・落石、法面崩壊により全面通行止が発生 
 

対策完了済は 
Ⅳ判定の１橋梁のみ 

： 高速道路（整備済み） 

： 一般国道（国管理） 

： 一般国道（県管理） 

： 主要地方道 

： 主なＩＣ 

： 重要港湾 

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

落石・崩壊危険箇所 
(10箇所～15箇所連続) ： 

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

： 
落石・崩壊危険箇所 
(5箇所連続) 

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

： 高速道路（整備済み）

： 一般国道（国管理）

： 一般国道（県管理）

： 主要地方道

： 主なＩＣ

： 重要港湾

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

落石・崩壊危険箇所
(10箇所～15箇所連続)：

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

：
落石・崩壊危険箇所
(5箇所連続)

（事業着手時点） 

▲県道安満地福良線 

優先順位付けを行い 
着実に防災対策を実施 

 ・口屋内大橋が通行できなくなると、輸送ルートが 
  途絶し、ゆずの出荷ができず生活に支障が生じる 

【地場産業の活性化】 
・四万十ヒノキの利用促進に向けた木材の搬出と農産物の出   
 荷さらには、廃校となった施設を利 用したシカ肉加工場の  
 建設計画もある。 
 
【四万十市への確認事項】  
 ①農産物の具体を教えて下さい。  
 ②木材と農産物の出荷先は愛媛県という認識で良いでしょ  
  うか。 運搬ルートが分かる資料があれば提供をお願いしま 
  す。 （貯木場→目的地、出荷場→目的地のルート）  
 ③現状の具体的な損失があれば教えて下さい。 
  （迂回が必要など） 

【10/17中に回答もらう】 
①橋は何と何を結ぶのか？ 
 ・農産物の出荷場と出荷先？ 
 ・木材の貯木場と出荷先？ 
②橋が通れなくなると具体的に何が困るのか？ 
 
 ・黒尊地区のゆず畑と四万十市内へ出荷 
 ・黒尊地区の農家民宿 

大月町泊浦 

大月町橘浦 

1.7億円 

3.5億円 

■県道安満地福良線（大月町泊浦～橘浦） 
   における落石・崩壊危険箇所の推移 

【Ⅲ判定】 
（口屋内大橋） 

果樹農園 
（奥屋内地区） 

国道441号 

市道口屋内宇和島線 

果樹農園から出荷場 
までの輸送ルート 

 
道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会 
高 知 県 道 路 利 用 者 会 議 
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2016 2015 2017 2018 

防災・安全 
交付金の充実 

▲H28年度国内ゆず生産量シェア 

55％ 55％ 

45％ 45％ 

安芸市 安芸市 

▲H30年度高知県内ゆず生産量シェア 

： 一般国道（国管理） 

： 
一般国道（県管理） 

： 主要地方道・一般県道 
： 主なＩＣ 

： 高速道路（整備中） 

■安芸市の産業活動を支える県道の整備に不可欠な防災・安全交付金 （安定的なゆずの栽培・出荷を支える県道４路線の事例） 

・ゆずの付加価値向上の施策ある？ 
・何に県道を使っているか 

・ゆず産業が大切な収入源ということを示せる指標（安芸
市の農業生産額の内ゆずの生産額） 
・落石等のグラフ 
・農家の安定的な収入を支援 

県道の防災対策を計画的に進め、信頼性が向上し、地場産業の着実な発展を支える 

■防災上危険な箇所を通行して出荷 

H8防災総点検における要対策箇所 
2019年9月末時点  

■防災上危険な箇所（要対策箇所） 
  における対策実施状況 

■未対策箇所における落石・法面崩壊 
    の発生件数 

■防災上危険な箇所における法面崩壊 

× 

× 

落 石・崩壊危 険箇所 

（ 10 箇所連続） 

落 石・崩壊危 険 箇所 

木 

ゆず集出荷施設 

貯木場 

29 
県 道 

安
芸
西
 

： 落石・崩壊危険箇所 
(1箇所～10箇所連続) 

： 落石・崩壊危険箇所 
(11箇所～20箇所連続) 

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

防災・安全交付金の充実 

20件 

2014 

40件 

60件 

80件 

100件 

120件 

2015 

2016 2017 2018 

23％ 23％ 

14％ 14％ 

その他 
都道府県 
その他 
都道府県 

高知県 高知県 
北川村 北川村 

その他 
市町村 
その他 
市町村 

毎年平均64件 
落石や崩土が発生 

毎年平均64件 
落石や崩土が発生 

（4路線の合計） 

県道210号（畑山栃ノ木線） 県道210号（畑山栃ノ木線） 

39 箇所 39 箇所 

対策未完了 対策未完了 

196箇所 196箇所 

危険箇所の 

８割以上が未対策 
危険箇所の 

８割以上が未対策 

：土砂崩壊 

：落石 

対策完了 対策完了 

■ゆずの栽培や出荷を支える県道の防災対策状況 

香南市 

安 芸 市 

芸西村 

安田町 
香美市 馬路村 

E55 

安
芸
西
 

安
芸
中
 

ゆ 

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

29 
県 道 

207 
県 道 210 

県 道 

208 
県 道 

国 道 

55 

ゆ ： ゆず処理加工施設 

■安芸市のゆず生産状況 
高知県 

ゆず生産量 

日本一 

ゆ 

13％ 13％ 

香美市 香美市 

■ゆず果汁の海外輸出額推移 

■防災上危険な箇所の対策事例 

安芸市 
ゆず生産量 

高知県内一 

H30年度年間販売金額 

安芸市のゆず生産量の 
約98％を 

ゆず処理加工施設へ出荷 

11.3億円 
出典：安芸市調べ 

安
芸
東
 

出典：H31.3高知県の園芸 出典：H31.3高知県の園芸 

出典：安芸市調べ 

県道210号（畑山栃ノ木線） 県道210号（畑山栃ノ木線） 

■県道の防災上危険な箇所数 
（4路線の合計） 

H8 

これまでに・・・ 
 ■39箇所 

 ■対策費（防安金）： 
    1,978（百万円） 

 ■対策延長： 
     L=7,304（ｍ） 
    が、対策完了！ 

現在 
168箇所 

(点検時) 

迅速かつ確実な防災対策により 
安定した出荷や管理が可能に！ 

・残る未対策箇所196箇所 
・年平均64件の 
     落石・土砂崩壊が発生 

安芸市畑山地区 安芸市畑山地区 

【現状】 
 ・落石砂崩壊による全面通行止めが発生 

【現状】 
 ・落石・崩壊による全面通行止めが発生 

迅速かつ確実な防災対策により 
安定した出荷や管理が可能に！ 

・残る未対策箇所196箇所 
・年平均64件の落石・土砂崩壊が発生 

（4路線の合計） 

37箇所 

159箇所 

▲R1.9末時点の要対策箇所の実施状況 

要対策 

67箇所 

未対策 未対策 

37 37 
箇所 箇所 

カルテ対応 

168箇所 

未対策 

159 
箇所 

未対策 

159 
箇所 

年間69件発生 

対策完了 

30 
箇所 

対策完了 

30 
箇所 

対策完了 対策完了 

9 9 箇所 箇所 

およそ8割が 

未対策箇所で発生 

約8割が 

未対策箇所で発生 

※過去3年間の平均 

着実に防災対策を実施 

優先順位を付け 

▼ゆず処理加工施設 

安芸市のゆず 

26件 

46件 

101件 

落石や法面崩壊により 
ゆずの手入れや出荷に支障が生じる 

室戸市 室戸市 7％ 7％ 

事業内容：加工(搾汁・冷凍冷蔵)、選果 

計画搾汁量：80t/日 
計画選果量：30t/日 

高知東部自動車道 
南国安芸道路 

阿南安芸自動車道 
安芸道路 

2018年4月 安芸市畑山 2018年4月 安芸市畑山地区 

▼ゆず農家の年間作業スケジュール 

・輸出に向けた商談 

▼安芸市のゆず 

県道208号（奈比賀川北線） 県道208号（奈比賀川北線） 

2019年10月 安芸市奈比賀地区 2019年10月 安芸市奈比賀地区 

ゆ 

安芸市東浜地区 安芸市東浜地区 

（安芸市生産分） 

（百万円） 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

着実に増加 

年間輸出額 
１億円到達！ 

（安芸市生産分） 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

収穫・出荷
青玉ゆず

収穫・出荷
黄玉ゆず

土作り

防除・除草などの日常管理

施肥 施肥 施肥 施肥摘果・不織布被覆

専業農家は 
年間約300日県道を利用 

 
道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会 
高 知 県 道 路 利 用 者 会 議 

P.4 


